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有田っ子の特技が披露されました！ 

今年度、４回にわたり、有田っ子が夢中になって練習した特技が集会で披露されました。今年度、

最後の披露となりましたが、いろいろな技能や才能を発表できました。見ていた子どもが感想交流

で言った「こころおどる」にふさわしい特技ばかりでした。有田っ子たちのこれからが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年４月に１年生になる有田っ子と保護者の皆さんにお集まり頂き、学校生活のことや校納金

の集金、児童見守りサービス(OTTA)等についてお伝えしました。OTTA(オッタ)とは、有田町が導

入し町内での児童の居場所を確認するサービスです。地域や防犯ふれあい隊の方々にもご協力を

頂きます。新一年生の保護者の皆さん、説明会にご参加を頂き、ありがとうございました。来年

度の１年生は１４名が入学し、現時点では全校児童９２名の予定です。 

 

 

 

 

 

 

街中の徳利雛かざり 

 

来年度の新入学児童保護者説明会を行いました！ 

アニメ等の絵を上手に描いた子ども達    気持ちよく歌を歌う子ども達      縄跳びが上手な子ども

生  3 年生のやきものを見る５・６年生かりやすく話される川尻さん 

キレの良いダンスを踊る子ども達と先生  手作りの太鼓を格好よくたたく子ども達  感想を発表する子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活を説明する教務主任   じゃんけん列車を楽しむ年長さん お兄さんお姉さんに見えた１年生  OTTA の説明を聞かれる保護者さん 



これまでも火災避難訓練や不審者対応訓練を行ってきましたが、教室に担任が居るという設定で 

した。今回は、昼休み時間に子ども達が思い思いに過ごしている中で、調理室から出火したという

設定でした。子ども達は心を落ち着けて、迅速且つ、無事に正門前に逃げることができました。災

害は、いつ何時、発生するかが分かりません。日頃からのシミュレーションと、咄嗟の時の判断が

大切だと言われています。そこで、私から「３つのＳ」について話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、これまで災害を受けた地域の学校で、改善された危機喚起プレゼンテーションです。 

 

 

 ４年生になったら始まるクラブ活動を選択するために、現在ある４つのクラブ（イラスト工作・

折り紙・スポーツ・ダンス）活動を 

見学しました。クラブ活動は、授業 

の１つとして学校で教師やボランテ 

ィアの方々によって、子ども達の自 

主性や集団活動を育んでいくもので 

す。３年生が、どのクラブに入るか、 

ワクワクしながら見学していました。 

 

 

 ２月に入り、梅の開花が見られ始めました。校長室にも 

梅の香りが漂っています。そのような中、アートギャラリ 

ーに、松竹梅とヤブコウジ(十両の一種)を植え込んだ、 

素敵な盆栽がお目見えしました。これは、防犯ふれあい隊の 

浦川友喜様が子ども達に春の気配を感じてほしいと、愛情込 

めて育てられたものです。古今和歌集の紀貫之の和歌ととも 

に展示しています。どうぞ、ご覧下さい。 

 

                             

 

訳：ひとのこころは、かわることもあるけど、わたしにはわからない。 

むかしから、ここにある うめのはなのかおりは、かわらないけど。 

予告なし、火災避難訓練を実施ました！ 

訓練も本番と考えた

り、「あぶない」と感じ

たりする習慣をつける 

避難する場所やコー

スを選択したり、逃げ

た場所がずっと安全

かを確かめたりする 

３年生がクラブ見学を行いました！ 

ダンスクラブの踊りに目と心を奪われ、真剣に見入っている３年生 

有田小アートギャラリーに、新たな秀逸の作品が登場！ 

ひとはいさ こころもしらず、 

ふるさとは、はなぞむかしのかに においける 

 

 

梅の白い花が数多く咲き、

松、竹、ヤブコウジの赤い 

実で紅白の彩りを見事に

感じます。 


